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「令和７年度全国学力・学習状況調査」の結果概況について 
富山市教育委員会 

 

Ⅰ 本調査の目的 

 １ 国が、義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や
学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

２ 市教育委員会が、全国的な状況との関係において、本市の教育の結果を把握し、改善を図
る。 

 ３ 各学校が、自校の児童生徒の学力や学習状況を把握し、教育指導の充実や学習状況の改善
等に役立てる。 

 

Ⅱ 実施状況 

 １ 実施期日  冊子を用いた筆記方式   令和７年４月１７日（木） 
         MEXCBTを用いたオンライン方式（中学校理科）   

令和７年４月１４日（月）～１７日（木）のうち、 
あらかじめ指定された１日 

 
２  調査内容  教科に関する調査  国語、算数・数学、理科 

         質問調査      児童生徒、学校 
 
  ３  実施学校数、実施児童生徒数 

小学校６年 中学校３年 

実施学校数 実施児童数 実施学校数 実施生徒数 

６３校１分校 ２，９４３人 ２５校１分校 ２，９２１人 

 

Ⅲ 教科に関する結果の概況 

 １ 教科区分別平均正答率（％）・平均IRTスコア  

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 中学校理科…ICT端末を用いたオンライン方式CBTで実施し、その調査結果については平均スコアを 

500としたIRTスコアで表示 

 
２ 結果の概要   
・小学校について、平均正答率を全国と比較すると、国語、算数は２ポイント上回っており、
理科は４ポイント上回っている。 

・中学校について、平均正答率を全国と比較すると、国語は１ポイント、数学は３ポイント上
回っている。 

・平均正答率を県と比較すると、小学校では国語は同等であり、算数、理科はともに１ポイン
ト下回っている。中学校では国語は１ポイント下回っており、数学は同等である。理科の平
均IRTスコアも同等である。 

 

平均IRTスコア

国語 算数 理科 国語 数学 理科

富山市 69 60 61 55 51 515～545未満

富山県 69 61 62 56 51 515～

全　国 67 58 57 54 48 503

小学校６年 中学校３年

平均正答率（％）
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Ⅳ 本調査結果の考察 

１ 教科に関する調査の結果から       

（１）小学校国語 

＜集計結果＞    
 

 
 
 
 
 
 

分類 区分 

対象問

題数 

（問） 

平均正答率(％) 

富山市 富山県 全国 

学習指導 

要領の 

内容 

知識及び技能 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 2 〇 86.4  87.4 76.9 

(2) 情報の扱い方に関する事項 1 ◎ 67.4 66.1 63.1 

(3) 我が国の言語文化に関する事項 1 ○ 81.2 82.0 81.2 

思考力、判断力、 

表現力等 

Ａ 話すこと・聞くこと 3 ◎ 67.2 66.5 66.3 

Ｂ 書くこと 3 ◎ 69.9 69.9 69.5 

Ｃ 読むこと 4 ▲ 57.3 57.5 57.5 

評価の観点 

知識・技能 4 ○ 80.4 80.8 74.5 

思考・判断・表現 10 ◎ 64.0 63.9 63.8 

主体的に学習に取り組む態度 0     

問題形式 

選択式 9 ◎ 65.6 65.0 64.7 

短答式 3 ○ 85.5 86.3 78.5 

記述式 2 ▲ 57.6 59.2 58.8 

※「学習指導要領の領域」と「評価の観点」については、一つの問題が複数の区分に該当する場合があるため、それぞれの分類に
ついて各区分の問題数を合計した数は、実際の問題数とは一致しない場合がある。 

 

 

＜学習指導要領の内容の平均正答率の状況＞     ＜結果の概要＞ 

 
 
  

凡例 ◎ 全国・県を上回る、もしくは県と同等の領域等・観点 
〇 全国を上回るものの、県を下回る領域等・観点 

   ■ 全国を下回るものの、県を上回る領域等・観点 
   ▲ 全国及び県を下回る領域・観点 

○ 平均正答率を全国と比較すると、
２．２ポイント上回っている。 

○ 内容の「思考力、判断力、表現力
等」では、「話すこと・聞くこと」に
おいて、全国より０．９ポイント、県
より０．７ポイント上回っている。 

〇 評価の観点ごとの平均正答率では、
思考・判断・表現で全国より０．２ポ
イント、県より０．１ポイント上回っ
ている。 

● 内容の「思考力、判断力、表現力
等」では、「読むこと」において、全
国及び県より０．２ポイント下回って
いる。問題形式においては、「記述
式」の問題の平均正答率は、全国より
１．２ポイント、県より１．６ポイン
ト下回っている。 

（凡例：○よい点、●指導の改善が望まれる点）                           

・以下の集計値は、４月１７日に実施 

した調査の結果を集計した値である。    
 

平均正答率（％） 
富山市 富山県 全国 

6９ 69 ６６．８ 
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＜考察及び今後の指導について＞ 
（○は平均正答率の高い問題、●は平均正答率が低い問題から特徴的なものを選んで記述した） 

○ 区分「情報の扱い方に関する事項」の「情報と情報との関係付けの仕方、図などに

よる語句と語句の関係の表し方を理解し使うことができるかどうかをみる問題」で

は、正答率は６７．４％であるものの、全国を４．３ポイント上回った。話合いをま

とめた記録の書き表しから、情報や語句の関係付けの仕方をとらえ、内容が整理され

ていることを理解していると考えられる。                （問題１二）     

○ 区分「書くこと」の「図表などを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を

工夫することができるかどうかをみる問題」では、正答率は８２．９％で、全国を

１．１ポイント上回った。内容について読み手がよく理解できるように、言葉だけで

なく図を用いて書き表し方を工夫している理由をとらえることができたと考えられ

る。                                （問題２二） 

○ 区分「読むこと」の「時間的な順序や事柄の順序などを考えながら、内容の大体を

とらえることができるかどうかをみる問題」の正答率は８３．７％で、全国を２．１

ポイント上回った。内容の大体をとらえるために、説明の順序を考えながら文章の構

造を大づかみにとらえ、それを手掛かりに内容を理解している。     （問題３二（１））                      

●－区分「書くこと」の「書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落をつくっ

たり、段落相互の関係に注意したりして、文章の構成を考えることができるかどうか

をみる問題」では、正答率が６４．０％で、全国を１．５ポイント下回った。無解答

率は全国や富山県と比べて高かった。相手意識と目的意識をもち、伝えたいことの中

心を明らかにして、内容のまとまりごとに分けて書いたり、段落のつながりを見直し

ながらその関係を考えたりする学習活動を取り入れていきたい。      （問題２一）                          

●－区分「読むこと」の「目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な

情報を見付けることができるかどうかをみる問題」では、平均正答率は３９．５％

で、全国を１．３ポイント下回った。必要な情報は、目的に応じて変わるため、読む

目的を明確にすることが重要である。目的に応じて、文章や図表等の関係を考えなが

ら、必要な情報を探し出す学習活動を取り入れていきたい。      （問題３三（１））                             

●－区分「読むこと」の「目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な

情報を見付けることができるかどうかをみる問題」では、平均正答率は５２．４％と

全問題の中で２番目に低く、全国を３．９ポイント、県を２．４ポイント下回った。

記述式の問題形式で、本調査で最も無解答率が高く、１９．７％だった。必要な情報

を見付けるためには、文章の中から必要な情報を取捨選択し、整理したり再構成した

りすることが重要である。資料から言葉や文を取り上げ、別の資料との関係を視覚的

に明らかにしながらから読む学習経験を重ねていきたい。  （問題３三（2））P4・５参照            
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（●問題３三（２） 正答率 ５２．４％ 無解答率 １９．７％）                           
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（２）小学校算数 

＜集計結果＞    

 
 
 
 
 
 

分類 区分 
対象問題数 
（問） 

平均正答率(％) 

富山市 富山県 全国 

学習指導要領
の領域 

Ａ 数と計算 ８ ○ 64.9 65.4 62.3 

Ｂ 図形 ４ ○ 58.2 58.9 56.2 

Ｃ 測定 ２ ○ 55.5 56.3 54.8 

Ｃ 変化と関係 ３ ◎ 60.6 60.5 57.5 

Ｄ データの活用 ５ ○ 65.7 65.8 62.6 

評価の観点 

知識・技能 9 ○ 67.7 68.6 65.5 

思考・判断・表現 7 ◎ 51.1 50.8 48.3 

主体的に学習に取り組む態度 0     

問題形式 

選択式 ６ ○ 69.3 69.5 67.2 

短答式 ６ ○ 66.9 67.8 64.0 

記述式 4 ◎ 37.5 37.2 34.9 

※「学習指導要領の領域」と「評価の観点」については、一つの問題が複数の区分に該当する場合があるため、それぞれの分類に
ついて各区分の問題数を合計した数は、実際の問題数とは一致しない場合がある。 

 

＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞      ＜結果の概要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （凡例：〇よい点、●指導の改善が望まれる点） 

○ 領域ごとの平均正答率は、「Ａ 数と計

算」で２．６ポイント、「Ｃ 変化と関係」

は３．１ポイント、「Ｄ データの活用」も

３．１ポイント全国を上回っている。 

○ 評価の観点ごとの平均正答率は、「思考・

判断・表現」で２．８ポイント全国を上回っ

ている。 

○ 問題形式ごとの平均正答率は、「選択式」

が２．１ポイント、「短答式」が２．９ポイ

ント、「記述式」が２．６ポイント全国を上

回っている。 

● 評価の観点ごとの平均正答率において、

「知識・技能」が０．９ポイント県を下回っ

ている。 

● 問題形式ごとの平均正答率において「記

述式」が３７．５％であり、５０％に満た

ない。 

・以下の集計値は、４月１７日に実施 

した調査の結果を集計した値である。    

 

平均正答率（％） 
富山市 富山県 全国 

６０  ６１ ５８．０ 

凡例 ◎ 全国・県を上回る、もしくは県と同等の領域等・観点 
〇 全国を上回るものの、県を下回る領域等・観点 

    ■ 全国を下回るものの、県を上回る領域等・観点 
    ▲ 全国及び県を下回る領域・観点 

Ａ 数

と計算

Ｂ 図

形

Ｃ 測

定

Ｃ 変

化と関

係

Ｄ

データ

の活用

貴教育委員会

富山県（公立）

全国（公立）
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＜考察及び今後の指導について＞ 

（○は平均正答率の高い問題、●は平均正答率が低い問題から特徴的なものを選んで記述した） 

○ 区分「データの活用」は、平均正答率が６５．７％と４つの区分の中で最も高い。「棒グラフ

から項目間の関係を読み取ることができるかどうかをみる問題」では、平均正答率は８３．５％

であり、グラフを読み取り、目的に応じてデータの特徴や傾向をとらえる力が身についている。  

（問題１（１）） 

○ 区分「数と計算」の「異分母の分数の加法の計算をすることができるかどうかをみる問題」で

は、平均正答率は８５．４％であり、全国を４．１ポイント上回った。異分母の分数の加法の計

算方法を理解し、計算・処理することができている。              （問題３（4）） 

○ 区分「変化と関係」の「伴って変わる二つの数量の関係に着目し、必要な数量を見いだすこと

ができるかどうかをみる問題」では、平均正答率が８５．３％であり、全国を２．５ポイント上

回った。日常生活において、ある数量を調べようとするときに、それと関係のある数量を見いだ

し、それらの数量の関係を把握して、問題解決の見通しをもつ力が育っている。  （問題４（１）） 

● 区分「データの活用」の「目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量の増減を判断し、その

理由を言葉や数を用いて記述できるかどうかをみる問題」では、平均正答率が３３．６％であっ

た。どちらが目的に応じたグラフという判断はできるが、その理由を説明する力が不十分である

ことがうかがえる。「理由」を記述する問題では、理由として、取り上げるべき事柄が複数ある

場合には、それらを全て取り上げて記述することが必要である。普段の授業から、考えの根拠を

説明するなどの言語活動の充実が求められる。               （問題 1（2））P８・９参照 

● 区分「数と計算」の「分数の加法について、共通する単位分数を見いだし、加数と被加数が、

共通する単位分数の幾つ分かを、数や言葉を用いて記述できるかどうかをみる問題」では、平均

正答率が、２３．３％であり、全ての問題の中で最も低い。通分について記述している解答が多

く、共通する単位分数の幾つ分かを数や言葉を用いて表現することができていなかった。形式的

な計算方法のみの理解にとどまらず、自らの計算方法を説明するなどの数学的活動の充実が求

められる。                                     （問題３（２）） 
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（● 問題１（２） 正答率 33.6％） 
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（３）小学校理科 

＜集計結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

分類 区分 対象問題数 
（問） 

平均正答率(％) 

富山市 富山県 全国 

学習指導要領
の領域 

A エネルギー 4 〇 ４８.１ 5０.0 ４６.７ 

B 粒子 ６ ◎ ５５.5 ５５.１ ５１.4 

C 生命 ４ 〇 ５８.1 ５８.９ ５２.0 

D 地球 ６ ◎ 7１.2 ７１.１ 6６.７ 

評価の観点 

知識・技能 ８ 〇 ５８.３ ５９.４ ５５.３ 

思考・判断・表現 ９ 〇 6３.５ 6３.６ ５８.７ 

主体的に学習に取り組む態度 0     

問題形式 

選択式 １１ 〇 ５８.６ ５８.８ ５４.７ 

短答式 ４ 〇 7２.８ 7４.１ 6９.７ 

記述式 ２ 〇 5１.４ 5２.０ 4５.２ 

※「学習指導要領の領域」と「評価の観点」については、一つの問題が複数の区分に該当する場合があるため、それぞれの分類に 

ついて各区分の問題数を合計した数は、実際の問題数とは一致しない場合がある。 

 

＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞    ＜結果の概要＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                  

 

（凡例：〇よい点、●指導の改善が望まれる点） 

 

 

〇 全国と平均正答率を比較すると、３．９

ポイント上回っている。また、全ての領域

や評価の観点、問題形式で全国を上回って

いる。 

○ 領域ごとの平均正答率は、「生命」で 

６．１ポイント、「地球」で４．５ポイント

全国を上回っている。 

〇 「記述式」の平均正答率は、５１．４％

と全国を６．２ポイント上回っている。 

● 「選択式」は３．９ポイント、「短答式」

は３．１ポイント全国を上回っているもの

の、「記述式」と比べて差は小さい。 

・以下の集計値は、４月１７日に実施    

した調査の結果を集計した値である。    

 

   

平均正答率（％） 
富山市 富山県 全国 

６１ ６２ ５７．１ 

 

凡例 ◎ 全国・県を上回る、もしくは県と同等の領域等・観点 

〇 全国を上回るものの、県を下回る領域等・観点 

    ■ 全国を下回るものの、県を上回る領域等・観点 

    ▲ 全国及び県を下回る領域・観点 

エネル

ギー

粒子

生命

地球

貴教育委員会
富山県（公立）
全国（公立）
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＜考察及び今後の指導について＞ 

（○は平均正答率の高い問題、●は平均正答率が低い問題から特徴的なものを選んで記述した） 

〇 区分「地球」の平均正答率が７１．２％と４つの区分の中では最も高い。「水の蒸発

について、概念的に理解しているかどうかをみる問題」では、正答率が７０％であり、

全国を５．８ポイント上回った。水の蒸発や結露について、温度によって水の状態が

変化することを正しく理解し、自然の事物・現象と知識を関連づけて考える力が身に

ついている。                           （問題４（２）） 

〇 区分「生命」の発芽するために必要な条件について、「実験の条件を制御した解決の

方法を発想し、表現することができるかをみる問題」では、正答率が７２．６％であ

り、全国を１０．６ポイント上回った。条件を制御した実験方法の立案について確認

する場面の設定が今後も大切である。               （問題３(３）） 

● 区分「エネルギー」「粒子」の、身の回りの金属について「電気を通す物、磁石に引

き付けられる物があることの知識が身についているかどうかをみる問題」では、正答

率は１２．７％と全ての問題の中で最も低い。誤答のうち、アルミニウム、鉄、銅のい

ずれかが電気を通さないととらえている児童の割合が７６．９％となっている。金属

の特徴を整理する場面をつくることで知識の定着を図ったり、既習の内容と生活経験

とを関連づけてとらえることで実感を伴った理解を深めたりするなど、学習過程を工

夫することが大切である。              （問題２(１））P12・13 参照                                                                                    

● 区分「エネルギー」の電気の回路のつくり方について、「実験の方法を発想し、表現

することができるかどうかをみる問題」 では、正答率は４４．４％と低かった。複数

の回路の中で、電気を通す物を選択する問題であったが、電気を通さない部分が回路

の一部に含まれている回路を選択した誤答が３０．５％であった。電気を通すものと

通さないものの知識を活用して実験の方法を発想し、表現する学習活動の充実が求め

られる。                      （問題２(２））P12・13 参照 

● 問題形式の中で「記述式」の２つの問題は、無解答率がいずれも７％以上であった。

中でも、区分「生命」の種子の発芽の条件について、「差異点や共通点を基に新たな問

題を見いだし、表現することができるかどうかをみる問題」では、全国を７．８ポイン

ト上回ったが、正答率は、３７．７％と低かった。条件から、日光または肥料について

選んで記述することはできているが、発芽に関し、疑問を示す趣旨で記述されていな

い解答が２８．７％に及んだ。自然の事物・現象について観察や実験等を行う中で、問

題を見いだし、適切な言葉を用いて表現する学習場面の工夫が求められる。 

（問題３（４））                                                                                                  
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 （●問題２（１） 正答率１２．７％） 
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 （●問題２（２） 正答率４４．４％） 
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（３）中学校国語 

＜集計結果＞    

 
 
 
 
 
 

分類 区分 
対象問題数 

（問） 

平均正答率(％) 

富山市 富山県 全国 

学習指導 

要領の 

内容 

知識及び技能 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 ２ ▲ 46.6  47.7  48.1  

(2) 情報の扱い方に関する事項 ０     

(3) 我が国の言語文化に関する事項 ０     

思考力、判断力、 

表現力等 

Ａ 話すこと・聞くこと ４ 〇 55.0  55.2  53.2  

Ｂ 書くこと ５ 〇 54.7  55.5  52.8  

Ｃ 読むこと ３ 〇 62.4  62.8  62.3  

評価の観点 

知識・技能 ２ ▲ 46.6 47.7 48.1 

思考・判断・表現 １２ 〇 56.7 57.2 55.3 

主体的に学習に取り組む態度 0     

問題形式 

選択式 ８ ○ 64.8 65.0 63.9 

短答式 ２ ○ 76.1 77.7 73.6 

記述式 ４ 〇 25.9 26.6 25.3 

※「学習指導要領の領域」と「評価の観点」については、一つの問題が複数の区分に該当する場合があるため、それぞれの分類について各区

分の問題数を合計した数は、実際の問題数とは一致しない場合がある。 

 

＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞       ＜結果の概要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （凡例：〇よい点、●指導の改善が望まれる点） 

  

○ 平均正答率を全国と比較すると０．７ポイ

ント上回っている。 

〇 領域別平均正答率を見ると、「Ａ 話すこ

と・聞くこと」において１．８ポイント、「Ｂ 

書くこと」において１．９ポイント全国を上

回っている。 

○ 問題形式別平均正答率を見ると、短答式の

問題形式において、２．５ポイント全国を上

回っている。 

● 平均正答率を県と比較すると、すべての領

域、評価の観点で下回っている。 

● 知識及び技能「（１）言葉の特徴や使い方

に関する事項」において、平均正答率が４６．

６％となっており、全国を１．５ポイント、

県を１．１ポイント下回っている。 

・以下の集計値は、４月１7 日に実施した 

調査の結果を集計した値である。    
 

平均正答率（％） 
富山市 富山県 全国 

５５ ５６ ５４.３ 

 

凡例 ◎ 全国・県を上回る、もしくは県と同等の領域等・観点 
〇 全国を上回るものの、県を下回る領域等・観点 

   ■ 全国を下回るものの、県を上回る領域等・観点 
    ▲ 全国及び県を下回る領域・観点 

(1) 言葉の

特徴や使い

方に関する

事項

Ａ 話すこ

と・聞くこ

と

Ｂ 書くこ

と

Ｃ 読むこ

と

貴教育委員会

富山県（公立）

全国（公立）
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＜考察及び今後の指導について＞ 

○ 区分「話すこと・聞くこと」の「資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝

わるように表現を工夫することができるかどうかをみる問題」では、平均正答率は４

１．２％であるが、全国を３．１ポイント、県を０．８ポイント上回っている。授業で

取り組んできたプレゼンテーションソフトを活用した発表やスピーチの経験を生か

し、スライドを提示した話し手の意図を理解したうえで、話し方の工夫を考えたこと

がうかがえる。今後も継続して、ねらいを明確にした言語活動を行うことが大切であ

る。                               （問題２一） 

○ 区分「読むこと」の「文章全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の設定の仕

方をとらえることができるかどうかをみる問題」では、平均正答率が８９．９％と全

問題で最も高い。文章中に人物像を表す語句があることから、その語句を抜き出す形

で解答した結果だと予想されるが、文学的な文章を扱う授業において人物像をとらえ

る学習課題を設定し、学習することの積み重ねにより、人物像や人物の相互関係を分

析する力が身についていると考えられる。              （問題３二） 

● 区分「（１）言葉の特徴や使い方に関する事項」の「事象や行為を表す語彙について

理解しているかどうかをみる問題」の平均正答率は５７．０％であり、全国を４．０ポ

イント、県を１．５ポイント下回っている。解答類型を見ると、２８．０％が「注意深

く」を選択しており、文脈から意味を理解しようとしたことがうかがえる。生徒が生

活の中で獲得する言葉は限られており、語彙を増やしたり使いこなしたりできるよう

にするという重要な役割を担っているのが、国語科である。書かれた時代やジャンル

を問わず様々な文章に触れる機会や、理解した語彙を活用したくなるような表現の場

を設定することが求められる。             （問題３三）P16・17 参照 

● 区分「読むこと」の「文章の構成や展開について、根拠を明確にして考えることが

できるかどうかをみる問題」の平均正答率は１６．４％と全問題の中で最も低く、全

国を０．７ポイント、県を０．６ポイント下回っている。また、無解答率が２９．６％

と最も高い。解答類型を見ると、３５．０％が文章の展開を踏まえずに記述した誤答

が多いことが分かる。文学的な文章の授業は、内容の把握に偏りがちであるが、第３

学年「Ｃ読むこと」の指導事項には、「ウ 文章の構成や論理の展開、表現の仕方につ

いて評価する」とある。その力をつけるためには、第１学年から文章全体の特徴をと

らえたり、展開や構成の効果について考えたりする学習を系統立てて行う必要がある。

その際は、自分の考えを根拠をもとに記述する機会を積極的に設けることが重要であ

る。読み手を意識して、言葉を選んだり、構成を考えたりするなど、試行錯誤しなが

ら表現する経験こそが生徒の確実な力となる。      （問題３四）P16・17 参照 

（凡例：〇よい点、●指導の改善が望まれる点） 
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（●問題３三  正答率 ５７．０％） 

（●問題３四  正答率 １６．４％  無解答率 ２９．６％） 
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（５）中学校数学 

＜集計結果＞    

 
 
 
 
 
 

分類 区分 
対象問題数 
（問） 

平均正答率(％) 

富山市 富山県 全国 

学習指導要領
の領域 

Ａ 数と式 ５ ◎ 45.9 45.6 43.5 

Ｂ 図形 ４ ◎ 49.2 49.0 46.5 

Ｃ 関数 ３ ◎ 50.5 50.4 48.2 

Ｄ データの活用 ３ ◎ 62.8 62.1 58.6 

評価の観点 

知識・技能 ９ ◎ 57.3 56.7 54.4 

思考・判断・表現 ６ ◎ 41.7 41.7 39.1 

主体的に学習に取り組む態度 ０     

問題形式 

選択式 ３ ◎ 56.0 54.6 54.0 

短答式 ７ ◎ 55.6 55.3 52.0 

記述式 ５ 〇 41.7 42.0 39.6 

※「学習指導要領の領域」と「評価の観点」については、一つの問題が複数の区分に該当する場合があるため、それぞれの分類に
ついて各区分の問題数を合計した数は、実際の問題数とは一致しない場合がある。 

 

＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞    ＜結果の概要＞ 

 

（凡例：〇よい点、●指導の改善が望まれる点） 

  

Ａ 数

と式

Ｂ 図

形

Ｃ 関

数

Ｄ

データ

の活用

貴教育委員会

富山県（公立）

全国（公立）

〇 平均正答率を全国と比較すると、２．７ポ

イント上回っており、全ての領域や評価の観

点、問題形式で全国を上回っている。 

○ 領域ごとの平均正答率は、「Ｄ データの活

用」で４．２ポイント全国を上回っている。 

〇 評価の観点ごとの平均正答率は、「知識・技

能」で２．９ポイント、「思考・判断・表現」

で２．６ポイント全国を上回っている。 

● 領域ごとの平均正答率は「Ａ 数と式」で 

４５．９％、「Ｂ 図形」で４９．２％であり、

５０％に満たない。 

● 評価の観点「思考・判断・表現」の平均正

答率は４１．７％であり、５０％に満たない。 

● 問題形式のうち、「記述式」の問題の平均正

答率は、４１．７％であり、５０％に満たな

い。 

・以下の集計値は、４月１７日に実施 

した調査の結果を集計した値である。    
 

平均正答率（％） 
富山市 富山県 全国 

５１ ５１ ４８．３ 

 

凡例 ◎ 全国・県を上回る、もしくは県と同等の領域等・観点 
〇 全国を上回るものの、県を下回る領域等・観点 

    ■ 全国を下回るものの、県を上回る領域等・観点 
    ▲ 全国及び県を下回る領域・観点 
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＜考察及び今後の指導について＞ 

（○は平均正答率の高い問題、●は平均正答率が低い問題から特徴的なものを選んで記述した） 

○ 区分「Ｄ データの活用」の平均正答率が６２．８％と４つの区分の中では最も高い。相

対度数の意味や求め方等の基本的な知識及び技能が身についている。また、不確定な事象

の起こりやすさの傾向をとらえ、判断の理由を数学的な表現を用いて説明する場面におい

て、同様に確からしいことに着目し、場合の数を基にして得られる確率の求め方を考察し、

表現する力が身についている。 

○ 区分「Ｃ 関数」の「一次関数ｙ＝ax+b について、変化の割合を基に、xの増加量に対

するｙの増加量を求めることができるかどうかをみる」問題の正答率は４０．３％で５

０％に満たないものの、全国よりも５．６ポイント上回った。変化の割合とはｘの増加量

が１のときのｙの増加量を意味していることに触れるなどし、ｙの値とｙの増加量が異な

ることを理解できるようにしていくことが大切である。                 （問題４） 

〇 区分「Ｂ 図形」の「統合的・発展的に考え、条件を変えた場合について、証明を評価・

改善することができるかどうかをみる」問題では、エを選択しＡＤ＋ＤＦ＝ＢＣ＋ＢＥと

記述した生徒は４１．６％で、全国と比較して正答率は高かった。また、正しく記述して

いないがエを選択した生徒を含めると５８．６％だった。証明の方法の理解を深めるため

には、図形のある性質について、推論の過程が異なる２つの証明を読んで、その相違点を

見つけたり、推論の過程に誤りのある証明を読んでそれを指摘し改めたりするなど、証明

を評価、改善する学習活動を取り入れることが有効である。               （問題９（２）） 

● 問題形式の中で「記述式」の５つの問題のうち４つは、無解答率が２０％以上と高く、

記述式の問題に対する苦手意識がみられる。問題解決的な学習や実生活における数学的な

課題を取り入れ、小グループによる話合いの場等で筋道を立てて考えたり自分の言葉で説

明したりする学習活動を積極的に行うことが、論理的に考える力や表現する力を育成する

ことにつながる。 

● 区分「Ａ 数と式」の「式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数学的な表現を

用いて説明することができるかどうかをみる」問題の正答率は２９．８％であり、全ての

問題の中で最も低い。また、無解答率は２４．５％と高い。誤答の多くが、２（３ｎ＋１）

＋１からは読み取れないが、連続する２つの３の倍数の和について成り立つ事柄を記述し

たものだった。数の性質の探究では、生徒が性質の条件や結論を的確にとらえているかど

うかが大切である。そのために、見いだした性質を言語化する学習活動を取り入れたい。

言葉で表現することで、条件や結論をいっそう意識する機会となり、漠然ととらえていた

条件や結論が明確になる。また、数を用いた例を多く取り入れることも、生徒が数の性質

の条件や結論を的確にとらえる力を養う上で効果的である。 （問題６（２））P20・21 参照 

● 区分「Ｂ 図形」の「多角形の外角の意味を理解しているかどうかをみる」問題の正答

率は、全国よりも２．５ポイント下回った。３１０°と解答した生徒が３割近くに及ぶこ

とから、外角の位置の認識を誤っていることが要因として考えられる。内角と外角の和が

１８０°になることを図で示すなどしながら、外角の定義について生徒自身が確認できる

場をもつことを大切にしたい。                       （問題３） 
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（●設問 6（2） 正答率 29.8％、無解答率 24．5％） 
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（６）中学校理科 

＜CBT 問題の構成について＞ 
・公開問題「全日程に共通する問題（６問）」＋「実施日により異なる問題（４問）」と非公開問題 

（１６問）を組み合わせた合計２６問で構成されている。 

＜集計結果＞ 
・以下の集計値は、４月１４日から４月１７日に実施した調査の結果を集計した値である。 

・ICT 端末を用いたオンライン方式 CBT で実施しており、その調査結果については、平均スコアを 500 と

した IRT スコア（児童生徒の正答・誤答が、問題の特性（難易度、測定精度）によるのか、児童生徒

の学力によるのかを区別して分析し、児童生徒の学力スコアを推定する統計理論）で表示している。 

 

 

 
＜IRT バンド分布比較＞ ※IRT バンドとは、IRT スコアを１～５段階に区切ったもの。 

３を基準のバンドとし、５が最も高いバンドとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜結果の概要＞ 

 

 

 

分類 区分 
対象問題数 
（問） 

平均正答率(％) 

富山市 富山県 全国 

学習指導要領
の領域 

「エネルギー」を柱とする領域 1 ◎ 53.8 53.2 51.9 

「粒子」を柱とする領域 3 ○ 62.1 62.5 56.8 

「生命」を柱とする領域 1 ◎ 30.7 29.4 29.7 

「地球」を柱とする領域 1 ○ 36.7 37.4 36.2 

評価の観点 

知識・技能 3 ◎ 44.7 44.３ 42.２ 

思考・判断・表現 3 ○ 57.８ 58.2 53.9 

主体的に学習に取り組む態度 0     

問題形式 

選択式 3 ◎ 40.4 40.0 39.３ 

短答式 1 ○ 49.7 50.2 44.9 

記述式 2 ○ 68.3 68.７ 62.8 

  ※提供された「全日程に共通する問題」の平均正答率から、「学習指導要領の領域」、「評価の観点」、「問題形式」の平均正答率 

をそれぞれ算出している。 

平均 IRT スコア 
富山市 富山県 全国 

5１５～545 未満 5１５～ 503 

凡例 ◎ 全国・県を上回る、もしくは県と同等の領域等・観点  
〇 全国を上回るものの、県を下回る領域等・観点 

    ■ 全国を下回るものの、県を上回る領域等・観点 
    ▲ 全国及び県を下回る領域・観点 

〇 IRT バンド分布を全国と比較すると、バンド４、５に属する生徒の割合が高い。 
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＜結果の概要＞ 

※上記の「学習指導要領の領域」、「評価の観点」、「問題形式」に関する概要については、全日程に共通する問題について記載している。 

（凡例：〇よい点、●指導の改善が望まれる点） 

＜考察及び今後の指導について＞ 

（○は平均正答率の高い問題、●は平均正答率が低い問題から特徴的なものを選んで記述した） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 全ての領域、評価の観点、問題形式において、平均正答率が全国を上回っている。 

〇 領域ごとの平均正答率は、「エネルギー」を柱とする領域で１．９ポイント、「生命」

を柱とする領域で１．０ポイント全国を上回っており、この２領域については県を上

回っている。 

● 富山県の平均正答率と比較すると、「粒子」を柱とする領域において０．４ポイン

ト、「地球」を柱とする領域において０．７ポイント下回っている。また、問題形式

においても、短答式及び記述式ともに県を下回っている。 

○ 区分「エネルギー」を柱とする領域の「回路の電流・電圧と抵抗や熱量に関する知

識及び技能が身についているかどうかをみる問題」の平均正答率は５３．８％で、全

国を１．９ポイント上回っている。抵抗を直列・並列それぞれにつないだ場合の抵抗

の値や発熱量に関する知識については、半数以上の生徒は身についているが、学んだ

知識及び技能を様々な場面で応用し、活用できるような授業の展開を工夫していく必

要がある。                                         共通問題（設問１（１）） 

○ 区分「生命」を柱とする領域の「生命を維持する働きに関する知識が概念として身

についているかどうかをみる問題」は、平均正答率が３０．７％で、全国を１．０ポ

イント上回っている。しかし、すべての生物が呼吸を行うことを理解し、生命を維持

する働きに関する知識が概念として身につくよう、生物の共通性・多様性を意識し、

生物を分類したり、まとめたりする授業展開を工夫したい。    共通問題(設問１（４）) 

● 区分「地球」を柱とする領域の「学習した知識を基に、地層に関する知識及び技能

を関連づけて分析し、解釈できるかどうかをみる問題」は、平均正答率が３６．７％

で、全国を０．５ポイント上回っているものの、県を０．７ポイント下回っている。

地層１～４を構成する粒の大きさやすき間の情報から、水が通り抜けるかどうかは小

学校で学習した知識を基に考えることができる。小学校での学びを活用し、学びの連

続性を意識した授業を考えていきたい。            共通問題（設問１（３）） 

● 区分「粒子」を柱とする領域の「元素を記号であらわすことに関する知識及び技能

が身についているかどうかをみる問題」は、平均正答率４９．７％で、全国を４．８

ポイント上回っているが、正答率が高いとは言えない。今後も授業を構想する際に、

正しい知識を身につける場面と、知識を活用して考える場面を整理し、基本的な知識

が確実に身につくよう意識することが大切である。           共通問題（設問１（５）） 

● 問題形式が「記述式」の平均正答率は６８．３％で、全国を５．５ポイント上回っ 

ている。一方、無解答率は選択式が０．２％、短答式が７．２％（設問１（５））、記 

述式は６．７％で、選択式と比較すると記述式は６．５ポイント下回っている。設問 

１（２）は課題を設定する場面、設問１（６）は探究を振り返る場面であることを踏 

まえると、日頃の学習で探究のサイクルを回していく経験を積み重ねることが重要と 

なってくる。まずは、教材づくりや導入を工夫し、そこから生まれた子どもたちの疑 

問や発想を生かした課題づくりの場を設定する。その際、理科の見方や考え方を働か 

せるための視点を提示し、課題に対する予想と解決のための方法を考える時間を十分 

に確保することが重要である。そして、ICT を活用した実験データの分析等を行って 

検証し、実験の考察をより確かなものにするための追加実験、新たな課題についてさ 

らに探究する等、子どもたちの追究する力を育む学びの場づくりが期待される。  

共通問題（設問１（２，６））P24・2５参照 
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（●「記述式」設問１（２） 無解答率５．８％） 
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（●設問１（６） 無解答率７．６％） 
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自尊感情等 

 
規範意識 

 
授業での活動 

 
 
 
 

２ 児童生徒質問調査の結果から

肯定的な回答：「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」を足したもの  全国比：Ｒ7 本市と全国を比較したもの   Ｒ6 本市比：Ｒ6 の本市の値と比較したもの  

質   問 校種 
肯定的な 

回答の割合 
全国比 

Ｒ６ 

本市比 
考   察 

１ 
自分には、よい

ところがあると
思う 

小 85.1% -1.8 +3.8 
1 「自分には、よいところがあると思う」児童生
徒の割合は、全国とほぼ同じである。失敗を恐れ
ず挑戦し、成長を実感できる環境を整えること
や、一人一人がかけがえのない存在であることを
改めて自覚するような教師の声かけや場の設定
が大切である。 

2 「将来の夢や目標をもっている」児童生徒の割
合は全国とほぼ同じである。児童生徒が将来への
見通しをもち、自己実現を図ることができるよ
う、キャリア教育の充実が大切である。そのため
にＰＴＡや地域と連携した職業体験イベント、専
門家によるワークショップ体験の開催、「社会に
学ぶ『１４歳の挑戦』」等を活用し、自らの進路
について考える機会を設ける方法が考えられる。 

中 88.4% +2.2 +3.8 

２ 
将来の夢や目

標を持っている 

小 81.5% -1.6 +1.9 

中 66.1% -1.4 +2.7 

３ 
人の役に立つ

人間になりたい
と思う 

小 96.2% -0.2 +1.0 

中 96.7% +0.1 +0.5 

質   問 校種 
肯定的な 

回答の割合 
全国比 

Ｒ６ 

本市比 
考   察 

４ 

いじめは、どん

な理由があって

もいけないこと

だと思う 

小 97.0% -0.2 +0.2 

4 「いじめは、どんな理由があってもいけないこ
とだと思う」児童生徒の割合は昨年度とほぼ同じ
である。児童生徒が互いを尊重し、共感的な人間
関係を築けるよう、学級活動や道徳科の授業等を
充実させることが大切である。また、児童生徒間
での対話を促進することで、感情や経験を共有
し、自他を尊重する気持ちを高め、いじめの防止
について共に考える取り組みを行うことが重要
である。 

中 96.8% +0.9 +0.3 

質   問 校種 
肯定的な 

回答の割合 
全国比 

Ｒ６ 

本市比 
考   察 

５ 

学級の友達との間

で話し合う活動を通

じて、自分の考えを

深めたり、新たな考

え方に気付いたりす

ることができている 

小 84.2% -0.7 -2.0 
5 「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた
り、新たな考え方に気付いたりできている」と回
答した児童生徒の割合は全国とほぼ同じであ
る。児童生徒個々の学習の深まりを把握し、児童
生徒が意図や目的を明確にして話し合える場を
保障するなど、対話的な学びの充実が必要であ
る。 

6 児童生徒質問調査において、「週３回以上 PC・
タブレットなどの ICT 機器を使用した」児童生
徒の割合は、小・中ともに昨年度よりかなり高
い。今後も児童生徒が端末を活用して自分の意
見をまとめたり、自分と仲間との意見の違いを
比較したりするなど、考えを深めたり、広めたり
する機会を充実させていくことが重要である。 

 一方、学校質問調査の結果から児童生徒と教師
との間に ICT 機器の活用に対する意識の差が見
られることにも留意したい。 

7 「総合的な学習の時間では、自分で課題を立て
て情報を集め整理して、調べたことを発表する
などの学習活動に取り組んでいると思う」と回
答した児童の割合は昨年度よりやや高く、生徒
の割合は昨年度とほぼ同じだが、全国よりもやや
高い。引き続き、本市の重点事項である「主体性の
ある子どもの育成」に向け、児童生徒が自ら解決し
たくなるテーマで学習を展開していくことが重要で
ある。 

中 84.7% 0 +0.6 

６ 

小学校５年生（中

学生は１、２年生の

とき）までに受けた

授業で、PC・タブレッ

トなどの ICT 機器を

どの程度使用しまし

たか 

小 76.3% +4.6 +14.5 

中 76.5% 0 +16.1 

７ 

総合的な学習の時

間では、自分で課題

を立てて情報を集め

整理して、調べたこ

とを発表するなどの

学習活動に取り組ん

でいる 

小 83.2% +0.9 +2.8 

中 83.4% +3.9 -0.1 
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家庭学習 

 
家庭での生活 

質   問 校種 
肯定的な 
回答の割合 

全国比 
Ｒ６ 

本市比 
考   察 

12 
 朝食を毎日食
べている 

小 94.4% +0.7 -0.3 
13 「毎日、同じくらいの時刻に寝ている」児童の

割合は全国よりやや低く、生徒の割合はほぼ同
じである。規則正しい睡眠をとる児童生徒ほど、
学力調査の平均正答率が高い傾向にあることか
ら、学校と家庭が連携し、児童生徒の基本的な
生活習慣の定着を図ることが大切である。 

14 「これまでの生活の中で、自然の中で遊ぶこと
や自然観察をすることがあった」と回答した児
童の割合は全国とほぼ同じで、生徒はやや高い。
体験的な活動の充実に加え、理科や生活科等の
授業においても自然への直接的な関わりを重視
した授業を展開していることがうかがえ、生活
科や理科における学力を支えているものと考え
られる。 

中 92.9% +1.7 +1.2 

13 
毎日、同じくら

いの時刻に寝て
いる 

小 77.8% -4.1 -4.2 

中 80.2% -0.8 -0.4 

14 
新
規
の
質
問 

これまでの生
活の中で、自然の
中で遊ぶことや
自然観察をする
ことがあった 

小 82.4% +1.8 － 

中 79.5% +3.8 － 

 
地域や社会に対する興味・関心 

 

質   問 校種 
肯定的な 
回答の割合 

全国比 
Ｒ６ 

本市比 
考   察 

８ 

学校の授業時
間以外に、普段
（月～金曜日）、
１時間以上勉強
をしている 

小 51.3% -2.7 +2.3 
8 「普段１時間以上勉強している」児童の割合は
全国よりやや低く、生徒の割合はほぼ同じであ
る。授業における振り返りの時間を確実に確保
し、自分の学習状況を自覚する場を設けること
で、家庭学習の必要感が得られるような取り組み
が必要である。 

9  「新聞を読んでいる」児童生徒の割合は全国よ
りやや高いものの、全体の１割程度である。社会
情勢への興味・関心の高まりや知識量の増加、言
語能力の向上の一助になることから、新聞記事を
基にしたスピーチを取り入れるなど、児童生徒に
とって興味のある内容を起点とし、新聞を身近に
感じる意識を高める手立てが大切である。 

10  「普段 30 分以上 PC・タブレットなどのＩＣＴ
機器を勉強のために使っている」児童の割合は全
国より高く、生徒の割合はやや高い。今後も活用
の効果的な実践例を共有するとともに、小・中接
続を意識した計画を立て、継続的に実践していく
ことが大切である。 

11 「分からないことや詳しく知りたいことがあっ
たときに、自分で学び方を考え、工夫することが
できている」と回答した児童生徒の割合は全国と
ほぼ同じである。自学自習ノートや一人１台端末
に授業等で分からなかったことや疑問点を明示
した上で、疑問点を整理し、解決策を考える習慣
の定着を図ったり、学習の記録を残し、自分の成
長を確認することで、自己調整力を高めたりする
ことが大切である。 

中 60.7% -0.9 +0.7 

９ 

新聞を読んで
いる（週に１～３
回程度以上） 

小 13.4% +2.9 +0.3 

中 9.0% +3.3 -1.4 

 
 

10 

学校の授業時
間以外に普段（月
～金曜日）、30 分
以上 PC・タブレッ
トなどのＩＣＴ
機器を勉強のた
めに使っている 

 
小 

 
52.0% +9.5 +0.9 

中 36.0% +4.4 -1.0 

 
 

11 

分からないこ
とや詳しく知り
たいことがあっ
たときに、自分で
学び方を考え、工
夫することがで
きている 

小 82.9% +1.2 +1.6 

中 78.6% +1.1 +0.4 

質   問 校種 
肯定的な 
回答の割合 

全国比 
Ｒ６ 

本市比 
考   察 

15 

地域や社会を
よくするために
何かしたいと思
う 

小 82.0% +0.7 -0.9 

15 「地域や社会をよくするために何かしたいと思
う」児童生徒の割合は全国とほぼ同じである。児
童生徒が主体的に地域の清掃活動等へ参加する
機会をもったり、学校運営協議会の委員や教職員
と互いに意見を交わしたりすることを通して、地
域貢献へのつながりや社会参画意識の醸成を図
ることが大切である。 

中 77.7% +2.4 -0.5 
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３ 学校質問調査の結果から 

 
児童･生徒指導等 

質  問 校種 
肯定的な  
回答の割合 

全国比 
Ｒ６ 

本市比 
考  察 

１ 
授 業 中 の 私 語 が

少なく、落ち着いて
いる 

小  75.0％ -10.9 -4.3 

1   肯定的な回答の割合は、小・中学校ともに
昨年度を下回ったが、児童生徒同士が問題解
決に向けて、自由に対話できる環境を設定し
ていることも要因として考えられるため授
業改善の途上であるとの見方もできる。今後
も教師が主体的に教材研究を行い、児童生徒
の学びに向かう姿を丁寧にとらえることで、
個に応じた学びを保障できるようにする必
要がある。 

中 84.6％ -7.4 -11.6 

２ 

 前年度までに、将
来 就 き た い 仕 事 や
夢 に つ い て 考 え さ
せる指導をした 

小  67.2％ -18.9 +4.2 

２  肯定的な回答の割合は、全国と比べ小学校
でかなり低く、中学校ではほぼ同じである。
日頃から児童生徒理解に努めたり、積極的に
コミュニケーションを図ったりしながら個々
のよさを見つけ、意図的な声かけによって自
覚化を促すことが大切である。また、体験活
動や働く人の姿や考え方にふれる機会を充実
させるなど、特別活動を要としたキャリア教
育の充実を図る必要がある。 

中 100％ +1.6 0 

 
学校運営に関する状況 

質  問 校種 
肯定的な  
回答の割合 

全国比 
 Ｒ６ 
本市比 

考  察 

３ 

ICTを活用した校務
の効率化（事務の軽
減）の優良事例を取り
入れている 

小 100％ +1.0 0 
4,5   「PDCAサイクルの確立」について、肯定

的な回答の割合は、全国と比べ小・中学校
ともにやや低いが、改善傾向にある。学校
評価等により把握した現状に対する手立
てを学校として明確化した上で確実に実
践することや、その取り組みや結果につい
て学校運営協議会や保護者に情報を提供
しながら、さらなる改善を図るサイクルを
構築することが重要である。 
また、「実践的な研修」については、中

学校において昨年度より肯定的な回答が増
えている。今後も、各校の切り口から重点
的に取り組むべき事項を学校全体で共有
し、各校の実態に応じて計画的に進める必
要がある。 

中 100％ +1.7 0 

４ 

児童生徒の姿や地
域の現状等に関する
調査や各種データ等
に基づき、教育課程を
編成し、実施し、評価
して改善を図る一連
の PDCA サイクルを確
立している 

小 93.8％ -3.3 +3.3 

中 92.3％ -3.7 +3.8 

５ 
授業研究や事例研

究など、実践的な研修
を行っている 

小 96.9％ -1.7 +0.1 

中 92.4％ -2.9 +3.9 

 
主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

質  問 校種 
肯定的な  
回答の割合 

全国比 
Ｒ６ 

本市比 
考  察 

６ 

授業では、課題の解
決に向けて、自分で考
え、自分から取り組む
ことができている 

小 82.8% -6.5 -2.9 ６,７  「課題の解決」「学級活動」につい
て、肯定的な回答の割合は、全国と比
べて小学校は低く、中学校はかなり低
い。特に中学校における「課題の解決」
については昨年度より大きく低下し
ている。生徒自身が解決したいと思え
る課題を自ら設定できるような働き
かけと、課題にじっくりと向き合いな
がら解決する授業づくりが肝要であ
る。 
また、学級活動においては、特に中

学校では生徒が自主的、自治的な学級
や学校の生活づくりを実感できるよ
うな活動を意識したい。 

中 69.2% -19 -19.3 

７ 

学級活動の授業を通して
今努力すべきことを学級で
の話合いを生かして、一人
一人の児童生徒が意思決定
できるような指導を行って
いる 

小 89.1% -4.7 -3.5 

中 73.0% -19.6 -11.6 

８ 

特別の教科 道徳にお
いて、児童生徒自らが自
分自身の問題として捉
え、考え、話し合うよう
な指導の工夫をしている 

小 82.9% -13.7 -7.6 

中 88.5% -8.6 0 

肯定的な回答：「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」等を足したもの  全国比：令和７年度本市と全国を比較したもの   
R６本市比：本市令和７年度と令和６年度を比較したもの（令和６年度に調査項目に無かった質問は令和５年度と比較したもの）  ◎は今年度新しく掲載した質問 
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ICT の活用 

質  問 校種 
肯定的な  
回答の割合 

全国比 
Ｒ６ 

本市比 
考  察 

９ 

 一人一人に配備さ
れたPC・タブレットな
どのICT機器を授業で
週３日以上活用した 

小 96.9% +0.3 -1.5 
10  「自分の考えをまとめ、発表する場

面で活用した」については、特に中学
校において大幅な改善が見られる。他
者参照を行うことで学習の理解を深
め、学びの質が向上するなどの利点を
学校全体で共有し、効果的な活用方法
を取り入れている成果であると考えら
れる。課題解決の各場面（課題をもつ、
情報収集、整理・分析、まとめ・発表）
における目的を明確にした活用の方法
については、さらに研究が必要である。 

中 92.2% -2.3 -0.1 

10 

自分の考えをまとめ、発

表・表現する場面では、一

人一人に配備されたP C・

タブレットなどのICT機器

を、授業で週３日以上活用

した 

小 45.4% -6.8 +8.9 

中 57.7% +5.4 +27.0 

 
特別支援教育 

質  問 校種 
肯定的な  
回答の割合 

全国比 
Ｒ６ 

本市比 
考  察 

11 
◎ 

障害のある児童生徒を
念頭に置いた指導上の工
夫を行った 

小 95.3% -2.1 ― 

11 肯定的な回答の割合は、全国と比べ
て小・中学校ともほぼ同じである。今
後も、一人一人の教育的ニーズに応じ
た適切な支援や合理的配慮を行うため
特別支援教育コーディネーターを中心
とした校内支援体制を構築・維持する
必要がある。 

中 96.1% -0.8 ― 

 
小学校教育と中学校教育の連携 

質  問 校種 
肯定的な  
回答の割合 

全国比 
Ｒ６ 

本市比 
考  察 

12 

近隣等の小(中)学
校と教科の教育課程
の接続や教科に関す
る共通の目標設定等、
教育課程に関する共
通の取り組みを行っ
た 

小 31.2% -34.1 -2.2 

12 肯定的な回答の割合は、全国と比べ小
・中学校ともにかなり低い。令和７年度
より行っている「区域を核とした研修」
により、各校の切り口を具体化した授業
を参観したり、小・中の接続を念頭に置
いて児童生徒理解を深めたりするなど、
研修の機会を有効に活用していきたい。 中 38.5% -33.2 -3.8 

 
家庭や地域との連携 

質  問 校種 
肯定的な  
回答の割合 

全国比 
Ｒ６ 

本市比 
考  察 

13 

コミュニティ・スク
ールや地域学校協働
活動等の取組によっ
て、学校と地域や保護
者の相互理解が深ま
った 

小 98.4％ +5.1 +3.2 

13 肯定的な回答の割合は、全国と比べ小
学校は高く、中学校はやや高い。また昨
年度より上昇しており、コミュニティ・
スクールの機能の高まりがうかがえる。
引き続き「地域とともにある学校」を念
頭に、学校や家庭、地域が課題やビジョ
ンを共有しながら、特色ある学校づくり
を推進したい。 

中 92.4％ +3.4 +7.7 

 
調査結果の活用 

質  問 校種 
肯定的な  
回答の割合 

全国比 
Ｒ６ 

本市比 
考  察 

14 

令和６年度全国学
力・学習状況調査の自
校の結果について、調
査対象学年・教科だけ
ではなく、学校全体
で教育活動を改善す
るために活用した 

小 89.1% -7.4 +0.2 

14  肯定的な回答の割合は、全国と比
べ、小学校は低く、中学校はかなり低
い。中学校においては昨年度よりも大
きく低下し、改善が急務である。本調
査の結果から児童生徒の実態をとら
え、学校全体で共有し、授業や指導の
改善に生かす体制づくりが重要であ
る。 

中 76.9% -17.1 -11.6 
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Ⅴ 今後の取り組み 

１ 調査結果の取り扱い 

   市教育委員会では、平成１９年度から令和７年度までに実施された１５回の「悉皆

調査」と２回の「抽出調査｣において、現状に即した教育に努めるため調査結果を公

表してきた。 

   今年度の調査結果を分析することにより富山市における課題を明らかにし、今後の

授業改善に向けた指導のポイントについて提案する。また、各学校では、本調査の結

果を詳細に分析し、学校全体の学力・学習状況の傾向や自校の課題について、全教職

員で共有することが大切である。分析するにあたり、数値のみにとらわれず、児童生

徒の個々の学力状況や日ごろの学習の様子と学力調査等の分析結果を結びつけ、多面

的、総合的に課題を明らかにして、日常の授業を改善していくものとする。 

 
 ２ 教科に関する調査と児童生徒質問調査及び学校質問調査の関連 

⑴ 学校ごとの平均正答率の合計と児童生徒質問調査の回答状況との相関関係 

    ※中学校理科 IRT による予測平均正答率を含む、３教科の平均正答率で示す。 

①「問題解決的な学習」に関すること 

○ 児童生徒質問調査 32 「授業で、課題の解決に向けて、自分で考え、自分で取り組んでいた」

と答えた児童生徒の割合と平均正答率の合計点との関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
○ 児童生徒質問調査 35 「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた

り、新たな考え方に気付いたりすることができている」と答えた児童生徒の割合と平均正答率の

合計点との関係 

 
 

 
 
 
 
 
 
○ 児童生徒質問調査 37 「授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生

かしたりすることができると思う」と答えた児童生徒の割合と平均正答率の合計点との関係 
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○ 児童質問調査 40 「総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べ

たことを発表するなどの学習活動に取り組んでいる」と答えた児童生徒の割合と平均正答率の合計点

との関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②「非認知能力」に関すること 

○ 児童生徒質問調査５ 「自分には、よいところがあると思う」と答えた児童生徒の割合と平均

正答率の合計点との関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 児童生徒質問調査 39 「授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互い

に協力しながら課題の解決に取り組んでいる」と答えた児童生徒の割合と平均正答率の合計点との関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ ICT の活用に関すること 

○ 児童生徒質問調査 29-１ 「PC・タブレットなどの ICT 機器で文章を作成する（文字、コメ

ントを書くなど）ことができると思う」と答えた児童生徒の割合と平均正答率の合計点との関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

-31-



 
 

○ 児童生徒質問調査 29-４ 「PC・タブレットなどの ICT 機器を使って学校のプレゼンテーシ

ョン（発表のスライド）を作成することができると思う」と答えた児童生徒の割合と平均正答率の合

計点との関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 「家庭での過ごし方」に関すること 

〇 児童生徒質問調査 21 「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりの読

書（電子書籍の読書を含む。教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）をする時間が１時間以上」と答えた

生徒の割合と平均正答率の合計点との関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 児童生徒質問調査 23 「新聞を週に１～３回程度以上読んでいる」と答えた児童生徒の割合

と平均正答率の合計点との関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜データの取り扱いについて＞ 

※ 児童生徒質問調査の分析は、データの正確性を優先し、児童生徒数が２０名以上

の学校を対象とした。 

※ 相関係数が０．２５以上の場合は、図に楕円の○を書き入れ、相関の特徴を表し

ている。 
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128

27 

125

34 

129

16 

130

32 

126

59 

127

53 

129

37 

134

6 

134

16 

128

24 

128

33 

131

24 

123

50 

124

47 

124

18 

119

18 

122

18 

121

32 

119

47 

125

59 

122

57 

122

49 

120

49 

122

53 

117

11 

121

7 

121

36 

122

25 

116

9 

120

23 

122

15 

122

15 

130

6 

119

11 

128

12 

123

8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく行った
どちらかといえば行った
あまり行っていない
全く行っていない
その他・無回答

以上の結果から、次の４点の内容が平均正答率に影響があると推察できた。 

 

 
 
 
 
 

これらの４点については、これまでも各学校において取り組んできたが、今後も引き

続き授業改善に向けた工夫を考え、継続して取り組んでいく必要がある。 

 

⑵ 学校質問調査の各質問項目における平均正答率からみた２教科合計ポイントの平均 

以下に、平均正答率と相関関係があった児童生徒質問調査の項目に関連した学校質

問調査の一部の項目を挙げた。※２教科は国語科と算数科・数学科を示す。 

質問事項 

回答 

(30)調査対象学年の児童生徒に対して、前年度まで

に、学習指導において、児童一人一人に応じて、学

習課題や活動を工夫した 

 

(31)児童生徒が、それぞれのよさを生かしながら、他者と

情報交換して話し合ったり、異なる視点から考えたり、協

力し合ったりできるように学習課題や活動を工夫した 

 

(32) 授業において、児童生徒自ら学級やグループで

課題を設定し、その解決に向けて話し合い、まとめ、

表現するなどの学習活動を取り入れた 

 

(33) 調査対象学年の児童生徒に対して、前年度まで

に、習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導方

法の改善及び工夫をした 

 

(34) 調査対象学年の児童生徒に対して、前年度まで

に、各教科等で身に付けたことを、様々な課題の解決

に生かすことができるような機会を設けた 

 

(36) 調査対象学年の児童生徒に対して、総合的な学

習の時間において、課題の設定からまとめ・表現に至

る探究の過程を意識した指導をしている 

 

(56) 教員がコンピュータなどのICT 機器の使い方を

学ぶために必要な研修機会がある 

 

(58) 調査対象学年の児童生徒に対して、前年度ま

でに、児童生徒一人一人に配備された PC・タブレッ

トなどの ICT 機器を、授業で活用した 

 

(61) 教職員と調査対象学年の児童生徒がやりとりす

る場面では、児童生徒一人一人に配備されたPC・タブ

レットなどのICT機器を使用させている 

 

(62) 調査対象学年の児童生徒同士がやりとりする場

面では、児童生徒一人一人に配備されたPC・タブレッ

トなどのICT機器を使用させている 

 

(80)調査対象学年の児童生徒に対して、前年度まで

に、学校では、家庭での学習方法等を具体例を挙げな

がら教えた 

 

(81)家庭学習について、児童生徒が自分で学ぶ内容や

学び方を決めるなど、工夫して取り組めるような活動

を行った 

 

 ※回答学校数が５校以下の項目の数字は省く。 

上段：平均正答率からみた２教科合計ポイント平均 

下段：回答学校数 

点 

校 

＜本市における授業改善に向けた指導の重点―令和７年度の全国学力・学習状況調査から―＞ 
１ 「問題解決的な学習」の充実 －児童生徒が自ら解決したい問いを決め、解決の 

ために試行錯誤を繰り返し、結果を考察し表現するための手立て－ 
２ 「非認知能力の育成」 －粘り強く取り組む力、仲間と協働する力をはぐくむ－ 
３ 授業でのＩＣＴ活用 －個や協働の各場面における端末の活用－ 
４ 「家庭でのくらし」の充実 －学校の授業と家庭学習のリンク－ 
４ 授業でのＩＣＴ活用 －個や協働の各場面における端末の活用－ 

ほぼ毎日 

週３回以上 

週１回以上 

月１回以上 

ほぼ毎日 

ほぼ毎日 

週１回以上 

週１回以上 

週３回以上 

週３回以上 

月１回以上 
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３ 授業改善に向けた指導の重点 

 

児童生徒質問調査においては、学習活動に関して、 

○「授業で、課題の解決に向けて、自分で考え、自分で取り組んでいた児童生徒」 

○ 特に小学校においては、「総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報

を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいる児童」 

と平均正答率に正の相関があるという結果がみられた。 

いずれの教科においても記述式の問題において正答率が低かったが、全国的に見

てその傾向は続いており、本市においても課題である。 

また、今回の調査における平均正答率と授業においてＩＣＴ機器を活用する技能

について、文章やプレゼンテーションを作成できる児童生徒の割合と平均正答率に

正の相関があるという結果がみられ、その程度は学校によって差が大きく、ＩＣＴ

機器の使用頻度との関連がみられた。 

以上のことから、以下の４点が本市における授業改善に向けた指導の重点として

挙げられる。 

     

 

 

 

 

 

 

令和７年度の全国学力・学習状況調査の結果から、本市における授業改善に向け

た指導の重点について、指導のポイントを挙げる。 

    

(１)「問題解決的な学習」の充実－児童生徒が自ら解決したい問いを決め、解決のため 

に試行錯誤を繰り返し、結果を考察し表現するための手立て－ 

   教師がテーマを提示し、そのテーマを基に、児童生徒が自分の内側から湧いて 

くる問いに気づき、自ら解決したい問いを決め、解決のための計画を立て、情報 

収集を行い、必要な実践の後、結果を考察し発表するといった一連の活動に取り 

組む問題解決的な学習、いわゆるＰＢＬ（ProjectまたはProblem Based Learning） 

の充実を図ることが引き続き重要である。 

   富山市学校教育指導方針のＰ.14「学習指導」における「問題解決的な学習の展 

開」では、次のように示している。 

２ 問題解決的な学習の展開 

 

＜本市における授業改善に向けた指導の重点―令和７年度の全国学力・学習状況調査から―＞ 
１ 「問題解決的な学習」の充実 －児童生徒が自ら解決したい問いを決め、解決のた

めに試行錯誤を繰り返し、結果を考察し表現するための手立て－ 
２ 「非認知能力の育成」 －課題の解決に向けて主体的に取り組む態度、仲間と協働

する力をはぐくむ－ 
３ 授業でのＩＣＴ活用 －個や協働の各場面における端末の活用－ 
４ 「家庭でのくらし」の充実 －学校の授業と家庭学習のリンク－ 
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問題解決的な学習を授業で行うためには、教科横断的なカリキュラム・マネジ

メントの実践が不可欠である。今回の質問調査において「授業で学んだことを、

次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりすることができる」と答え

た児童生徒の割合と平均正答率に正の相関があったことからも明らかである。こ

れまでに実践されてきた、各教科と総合的な学習の時間、特別活動との連携、教

科で取り扱う内容や行事の精選に取り組んでいる成果が表れていると考えられ

る。今後も、教師が各教科等の内容や系統を理解し、児童生徒の資質・能力の育

成のために、カリキュラム・マネジメントを充実させることが大切である。 

   そして、問題解決的な学習を進める中で、情報を収集する際や情報を整理・分

析する際に、児童生徒が自分の考えを構築するための具体的な方法や道筋を、教

師が提示し選択できるようにしたり、相談・助言したりすることが有効である。

「今、どこまでできているのか」「何か困っていることはないか」「どうしていこ

うと思っているのか」など、教師が児童生徒の学習状況をとらえてニーズに合わ

せて個別の指導や支援を行い、自分の学習の状況をメタ認知し自覚的に安心して

学習できる環境をつくることも大切である。 

   以上のように、児童生徒の実態をとらえて計画を立て、次のような適切な手立

てを継続して行うことが、児童生徒の力を高めていくことを改めて確認したい。 

① 児童生徒が自ら解決したい問いを決めるための手立て  

(ア)「疑問を感じる種をまく」 

・様々な場面において「どうして？」「なぜ？」と疑問をもつことができるよう、

教師が日ごろから「はてな」を投げかけ、疑問から問いを生み出す。 

(イ)「解決したくなるテーマで学習を展開する」 

・児童生徒の実態に合わせ、広がりがもてるテーマを選定する。 

・児童生徒自身が必要感や切実感をもてる課題を設定できるようにする。 

② 児童生徒が解決のために試行錯誤を繰り返すための手立て 

(ア)「失敗を受け入れられる集団づくり」 

児童生徒が失敗を恐れずに挑戦するには、自己肯定感から自己有用感につなが

る背景が重要である。指導方針 P.13 学年・学級経営「主体性のある子どもを育

成する学年・学級経営」における重点を確認したい。また、イエナプラン的教育

の「２０の原則」の一つに「すべての人はユニーク」がある。一人一人が尊重さ

れる集団づくりも大切にしていきたい。 

(イ)「『自分が動けば何かが変わる』経験をする」 

   児童生徒を「持続可能な社会の創り手」へと育て上げるために、新しいものを

創り上げたり今まであったものごとを変化させたりする経験が必要である。知識

としてだけでなく、参画してみて失敗も成功もあるような、実感を伴う体験が望

ましい。指導方針「第２章『主体性のある子どもの育成』に向けた授業改善」を

参考にしてもらいたい。 
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（ウ）「子どもの柔軟な思考を生かす授業の展開」 

    児童生徒のつぶやきや学びに向かう姿から、その背景や発展の可能性等を教師

が見出し、機を逃さず個に応じた支援を行うことで、児童生徒が自分のよさや可

能性を感じながら学びを充実させていけるようにしたい。 

③ 児童生徒が結果を考察し表現するための手立て 

指導方針 P.26 のように、問題解決的な学習では４つの学習過程を繰り返して

学びを継続していく。特に「まとめ・表現」の過程では、自分の学びの過程をふ

まえ、その成果と課題を振り返る時間を確保し、次の活動へつなげていくことが

重要である。 

また、それぞれの児童生徒が「何が気になったのか」「どのように取り組んでき

たのか」といった学びの過程も含めてまとめたり、「何を伝えたいか」を考えたり

する際に、その内容や技能に適したツール（ノート、Chromebook、ホワイトボー

ド等）や方法（文章、図絵、プレゼンテーション等）について具体的に学ぶ機会

をつくり、効果的に活用することができるようにすることも必要である。 

教師から一方的に与えるのではなく、児童生徒が自分なりの根拠をもって学び

のまとめ方を自己決定して表現できるようにしていきたい。 

 

(２)「非認知能力」の育成  

－課題の解決に向けて主体的に取り組む態度、仲間と協働する力を育む－ 

   非認知能力は、幼児期後半から、「自分で決定したことを実行する」「成功体験

や失敗体験を積み重ねる」「仲間と協働的に活動する」などを通して獲得されて

いくと言われる。教師は、授業（単元）を構想する際、「この授業（単元）におい

て、児童生徒はこのようなことを楽しんで取り組んでいくだろう」「このような

ことを児童生徒が自分で決定できるようにすれば、より主体的に進めていくので

はないか」「このような教材を児童生徒に提示すればこのような問題が生まれる

だろう」「仲間と共に学ぶ必然性はどこに生まれるだろう」など、児童生徒の具体

的な姿を想定し、支援や手立て、学習環境を工夫しておくことが大切である。教

師がこのように授業を構想することによって、児童生徒の発想や可能性をつぶさ

に感じられるようになり、教師の予想を超える児童生徒の発言や姿にも共感した

り、共に考えたりできるようになる。 

   また、児童生徒は、体験したことを整理、分析し、これまで経験したこと、学

んだことを振り返り、比較していく中で学びを深めていく。その過程では、対話

することを大切にしたい。体験をとおして、「どのようなことを感じたのか」、「ど

のようなことを考えるようになったのか」などを、児童生徒同士、児童生徒と教

師等で対話をしていく中で、児童生徒が自分なりの言葉で表現し、その言葉を仲

間や教師がよく聞き、受け止めたり、認めたりする。この過程を通して、児童生

徒は自分のよさや可能性を感じ、自己肯定感を高めることにつながる。そのよう

なかかわりの中で、非認知能力が育まれていくことが期待できると考える。 
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(３)授業でのＩＣＴ活用 －個や協働の各場面における端末の活用－ 

   「富山市ＧＩＧＡスクール構想推進ロードマップ」において、令和７年度は個

別最適・協働的な学びの充実を支える文房具の一つとして端末を効果的に使うこ

とを目標としている。学校質問調査において、「教職員と児童生徒がやりとりす

る場面では、児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器

をよく使用させている」と答えた学校の児童生徒の平均正答率が高かったことか

ら、児童生徒が自分の学びの過程を含めた成果や課題を端末に入力しながら振り

返る中で、教師は一人一人の状況をとらえ、その子に応じた助言や支援をするこ

とが児童生徒の学力向上につながっていると考える。また、「児童生徒同士がや

りとりする場面では、児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩ

ＣＴ機器をよく使用させている」と答えた学校の児童生徒においても平均正答率

が高かったことから、児童生徒が端末を活用して自分の意見をまとめることで、

自分と仲間との意見の違いを容易に比べることが可能になり、考えを深めたり、

広めたりする機会が充実してきたことも児童生徒の学力向上につながっている

と考える。 

   さらに、先に述べた問題解決的な学習に取り組む中で、児童生徒が情報を収集

したり、調べたことを整理・分析したりするなど様々な学習場面において、学び

方として端末の有効な活用を身につけ、児童生徒自らが判断し、必要に応じて端

末を活用していくことができるよう指導することが不可欠である。 

ＩＣＴ活用能力は使用頻度によって左右される。小学校間の差、小学校・中学

校間の差が生じないよう、引き続き富山市全体で端末活用の推進に取り組む必要

がある。 

 

(４)「家庭でのくらし」の充実 －学校の授業と家庭学習のリンク－ 

学校の授業と家庭学習に連続性をもたせることで、更なる学力の向上が期待で

きると考えられる。その際、学校と家庭が連携し、児童生徒の興味関心をとらえ

て、課題意識をもたせる働きかけを行うことが大切である。 

児童生徒質問調査において、「学習した内容について、分かった点や、よく分か

らなかった点を見直し、次の学習につなげていますか」という問いに肯定的に答

えた学校の児童生徒の正答率が高かった。このことから、授業における、「振り返

り」の時間を確保することが有効であると考える。学習内容を確認する「まとめ」

とは異なり、「振り返り」は自分自身の学びを客観し、これまでの経験や学習と関

連づけながら意味付けていくものである。「振り返り」によって新たな疑問や次

への見通しをもつことができる。その中の視点として「分かったこと」「新たな疑

問」「更に考えたいこと」「家庭で考えたいこと」などを示すといった工夫をする

ことで、家庭学習への連続性につながるものと考える。 

   また、学校の授業時間以外に、平日１時間以上の読書に取り組んでいたり、新

聞を週に１～３回程度以上読んでいたりする児童生徒においても平均正答率が
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高くなった。家庭生活を含めて自分のくらしを充実させるために、読書や新聞を

読むことなど、自ら知識を獲得したり、知的好奇心を満たしたりすることは、学

力の向上につながるものとみられ、家庭学習との連携や生活習慣の改善と合わせ

て取り組んでいく必要があると考える。 

以上のようなことを意識することにより、児童生徒自身が学ぶことの意義を味

わうことができ、結果として学力の向上につながっていくと考えられる。各学校

の実態に応じ、家庭学習の充実に向けての方策を考えていくことが必要である。 

  

授業改善に向けた指導の重点を述べてきたが、平均正答率が高い学校に共通し

ていると思われるのは、研修会等で学校の課題を的確にとらえて教職員が解決策

を共通理解し、継続して取り組んでいることである。児童生徒の姿を基に語り合

ったり、授業改善に向けた小さな取り組みを積み重ねたりできる学校の雰囲気づ

くりが児童生徒の学力向上につながると考えられる。 
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